
【取組内容】 生徒が主体的に情報を収集する、発信する

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-7

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

生徒会活動（本部役員の活動や委員会活動）におけるGIGA環境の活用

生徒が情報活用能力を身につける、またその力を活用する場面は授業場面以外にも作れる。本校では生徒会活動でも積極的
にGIGA環境を活用しており、生徒は主体的に情報の収集や発信に努めている。

↑ 本部役員がつくる「意見箱」

全校生徒の声を拾うために、
googleフォームを活用。フォーム
を利用してもらうために、参加型
のイベントなども実施している。

← 本部役員が制作した「生徒会新聞」

デザインプラットフォームを活用し、
１カ月に１回ほどのペースで制作して
いる。記事の内容の選定、取材、デザ
インから打ち込みまで制作の全てを自
分たちで行っており、職員は誤字・脱
字の点検程度。豊富なテンプレートが
あるため、毎号デザインを変えるこだ
わりを見せている。「意見箱」で収集
した意見や企画のまとめなどもこちら
で掲載している。

← 委員会活動や全校協議会
での「会議録」

学習支援ツールを活用して
「会議録」もデジタル化して
いる。これによって時間を短
縮しつつ、資料の即時提出や
即時共有などを実現している。
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← 健康委員が制作した「新聞」

生徒自身が「発行したい」という旨を申し出て、
今年度より発行がスタートした新聞。熱中症や感
染症予防に関する知識など、健康に生活を送るた
めの情報を生徒自身が収集し、まとめている。デ
ザインプラットフォームを活用して作成しており、
月に１回程度発行されている。

↑ 広報委員の様々な取り組み

写真左上は「給食時に流してほ
しい曲」をフォームで募集してい
る様子。写真右上はドキュメント
で作成した「謎解き」、写真下は
自分たちで更新しているHPの記事。

← 学習委員がつくる「予想問題」

定期テスト前には、学習委員会に所
属する生徒が予想問題を作成している。
以前は紙で作っていた予想問題も、本
年度よりChromebookを活用して作成し
ている。ドキュメントで作る生徒が多
いが、数学の図形の問題などはデザイ
ンプラットフォームを活用してつくる
など、作りたい問題や形式に合わせて
生徒自らが考えてアプリ等を使い分け
ている。
作成したものはPDFデータにし、クラ

スルームで共有、各自が定期テスト前
に取り組むようになっている。

★生徒が主体となってICTやGIGA環境を活用することで、生徒会活動が昨年度よりも活発化している。
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